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高齢患者の薬物療法 
―高齢者における薬の使い方― 
消化器用薬

北守 茂, 並木正義
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詔PIlM・高齢者の消化性潰傷の薬物療法では,再発を繰り返す潰傷症の患者が多く,心身両面から

の適切な全人的アプローチを心掛ける．

●個々の患者の病態を的確に把握し，患者に応じた治療法を選択する．胃酸分泌を強力に抑

制すればよいといった安易な考え方は，特に老年者の場合はI慎むべきである．

●高齢者の便通異常は，腸管の機能異常に基づく疾患というよりも，心身症的色彩の強い病

態であることを考慮する．

●個人差の非常に大きい高齢者には，一律な投与法は避け，それぞれの患者に即したきめ細

やかな配慮と工夫が大事である．
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１．嚇下運動

高齢者では唾液分泌が減少し，食道嬬動運動

はやや低下する傾向にある3,4)．服用水量が少な

いと薬剤の溶解性が不十分なために薬効が著し

く低下することがあるので，高齢者では十分な

水とともに服薬するよう指導するとよい。
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!はじめに
高齢者では，個人差こそあれ，すべての臓器

に機能低下をきたしているとみてよい．したが

って投与された薬物動態の変化(特に蓄積効果）

を十分に考慮しなければならないし，経口投与

の場合にはその吸収の程度などにより薬物の

bioavailability(生物学的利用'性)がかなり影響

を受けることも知っていなければならない．こ

れらのことは薬の反応の仕方に非常な個人差が

でたり，ときに思いがけない副作用を呈する原

因ともなる')．また，高齢者では併存疾患を有す

ることが多く，それに対する種々の治療薬物が

併用されている場合が少なくない．したがって

それら薬剤の相互作用についても考慮を要する。

ここでは，薬物動態に影響を及ぼす消化器系臓

器の加齢に伴う変化を示すとともに，各種消化

器用薬を高齢者に用いる場合の留意点を述べて

みたい．

|皇繍繍伽
薬剤のbioavailabilityとは「投与された製剤

から薬物が循環血流中へ入る程度およびその際

の速度」とされている．これはその剤形。溶解

速度。溶媒和などにより影響を受けるが，消化

管機能の状態によっても変化を来すととが明ら

かにされている2)｡以下，その点に焦点を当てな

がら，高齢者の消化器機能の変化を概説する。

心

2．胃機能

加齢に伴い胃底腺粘膜が萎縮し，腸上皮化生
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